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「経済主義」についての一考察
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　1956年9月にひらかれた中国共産党第八回全国代表犬会（八全大会）におい
て，中国経済は杜会主義改造が基本的に終了L，生産手段の杜会主義化がほぼ
完了したことが報告された。
　すなわち，劉少奇はこの犬会において政治報告をおこたい・1949年解放以後
の中国経済の杜会主義改造について総括をおこない，「生産手段の私有制を杜
会主義公有制に改めるという，このきわめて複雑にして困難た歴史的任務はい
まやわが国においては基本的に完了した。わが国におげる杜会主義と資本主義
のいずれがいずれに打ち勝つかの問題はいまやすでに解決された」ωとのべた。
　この発言の意味するところは，商工業においては個別的公私合営から業種別
公私合営へ移行し，また農業においては互助組をへた初級生産協同組合が高級
生産協同組合へ発展したことを内容としており，賛本主義杜会から杜会主義改
造を終了して杜会主義杜会へ移行したことと，その移行の結果，ごの杜会にお
いてはもはや階級は消滅し，階級闘争はすでに存在しなくなったことの二点を
主張Lたことにある。
　1957年に「百花斉放，百家争鳴」のよびかけにこたえ各界から発言がなされ
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た。その発言ばついに章乃器，章伯鈎，羅隆基，儲安平らを中心にレた民主諸
党派121から党にたいし攻撃がかげられるようになった。この時期におげる発言
のうち経済間題に関係のあるものをいくつかあげてみよう。
　　「官僚主義は資本主義よりもっと危険な敵である。なぜなら資本主義は中
　国では復活できないが，官僚主義は蒔々刻々復活するからである。もし杜会
　主義企業に官僚主義が加われぱその能率は資本主義企業より落ちるだろう。
　資本主義に恋々としているのではないカミ資本主義にはいい点もある。杜会主
　義にとっていいものは吸収Lたげれぱならない。」131
　　r公私合営企業では公私が共同で仕事をするという関係が主であり・階級
　関係はその残存物である。たぜなら階級関係は基本的にはなくなったから。」ω
　　「政府代表は技術経験がなく，生産をうまくやれない。一つの企業には党
　支部がありさえすれぱよい。党支部の指導と支持の下に生産管理権を資本家
　に移し，よいか悪いか一年問試みにやらせてみてはどうか。職権を資本家側
　にわたせぱ富をつくりだすだろう。」㈲
　以上のように杜会主義杜会における体制批判，すなわち党への批判がおこな
われた。第一の官僚主義の復活に対する批判はかなり手きびしいといわざるを
えない。このはびこりやすい官僚主義はつとめて排除しなげれぱならないが，
そのように批判する官僚主義は杜会主義特有のもので資本主義には全く存在し
ないとでもいうのであろうか。この論議の後半に至ると賛本主義を調歌しかね
まじき調子になっているのは杜会主義杜会から離反した方向に陥らざるをえな
いことになる。第二の主張は，公私合営企業において公私，また党と党外との
区別を実質的に消滅させるごとを企図していると考えられる。公私を一歩一歩
なくすように努力することは好ましいが，私営企業の復権運動を企図している
と考えられるし，また，党と党外の区捌をなくすことも好ましいことではある
が，党外人土の要求が党の方針と一致L愈い場合いかに対処すべきか。この主
張の根底ぱかなり意図的であると考えられる。第三め資本家の復活は資本家の
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復権を主張したかなり挑発的意見であるといえる。
　1957年7月からこれらの意見にたいし全面的に反右派闘争が展開され，階級
闘争がくりひろげられ，これら右派分子からの攻撃を排除した。＝6〕
　以上のべたように，農業，手工業，資本主義的商工業の杜会主義的改造の基
本的完了と，それにつづく反右派闘争の成果を基礎として1958年には人民大衆
の自覚性，創造性を重視した総路線，ω大躍遼，人民公社の「三面紅旗」政策
が打ち出された。この「三面毒］二旗」政策の評価をめぐり，翌1959年から政治，
経済，思想の各分野に大きな動きが展開された。
　本稿においては，1966年8月に大きくクローズアヅプされたプロレタリア文
化犬革命のあらたなる展開以前の状況を，経済の分野から考え，文革の本質を
考察し，かつその将来の展望の資とLたい。
I　技術第　主義
　1959年に入ると「三面紅旗」政策にたいする批判が現われてきた。すなわち，
中国の杜会主義建設をすすめるにあたり生産力を引きあげることが杜会主義を
強化することになるとの認識のうえにたち，工業においても農業においても大
衆路線を否定し，専門的技術老を中心に経済的合理性を追求することが好まし
いとL，自由主義的ないL資本主義的方向が一部で主張されはじめた。この主
張の背後にあったものは，国際的には帝国主義，現代修正主義，各国の反動派
が一致しての反中国宣伝であり，国内的には地主，富農，反革命分子，悪質分
子，右派分子の策動によるものである。当時その頂点に立ったのが国防部長彰
徳懐であると考えられる。
　1959年7月14目・かれは毛沢東にr意見書」をおくり・r三面紅旗」政策の
変更を求めた。また9月の魔山会議においても同様の発言を繰返した。その内
容とするところは「実質上，総路線の勝利を否定L，大躍進の成果を否定し，
ハイテソポの国民経済発展に反対し，農業における多収獲運動に反対し，大衆
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による鉄鋼増産運動に反対し，人民公杜運動に反対し，経済建設におげる大衆
運動に反対し，党の杜会主義建設事業の指導である政治第一に反対した」とそ
の罪状報告｛割はのべている。要約すると，毛沢東の指導する杜会主義経済の建
設の基本ともいうべき大衆路線を否定L，技術優先，利潤優先を基本とした修
正主義的方向へすすむことを主張し，また対外的には「三和一少」の政策のも
とに，「三面紅旗」政策批判の根源である帝国主義，現代修正主義，各国の反
動派とは妥協的な態度をとり，また各国人民の革命闘争には支援をへらす政策
を主張したわげである。このような考えかたの理論的根拠となったものは何で
牽ったろうか。それはソ連の政策転換によったとみるぺきであろう。
　すなわち，1956年2月のソ連共産党第20回大会においてスターリソ批判がお
こなわれ，ソ連経済ば新しい体系を模索しはじめた。1958年に至ると杜会主義
企業の活動の指標は生産フオソドと収益との比率・すなわち収益率によるとす
る方向がうち出された。働このことが中国へ大きた影響をあたえたとみるべき
である。このソ連経済の新しい動向を中国にいち早く紹介Lたのは申国科学院
経済研究所所長孫冶方であろう。
　かれは論文「価値を論ず」のなかで「資金の収益は資本主義的概念であると
されてぎたが，最近では収益は資金により計算されるぺきであるとする意見が
多くなってきた。生産価格を承認することは資金にもとずく収益を承認する必
然的・論理的結論であり，また生産価格を承認してこそ投賓効果の計算を貫徹
できるのである」ωと論じ，生産価格をもって価格決定の基礎とした収益率を
企業活動の指標にすべきであるとしている。この方向が推進されるたらぼ・企
業は収益率を引きあげるため生産第一主義・技術第一主義・［利潤」第一主義
におちいり，大衆路線にかわって工場長責任制がしかれ幹部・技術老が極度に
尊重される結果を招かざるをえない。この考え方ぱ，杜会発展は生産力とくに
生産工具の自然発展の結果であって，生産力が一定の商さに至ると杜会主義は
自然に実現するという理論と軌を一にしていないであろうか。この経済主義と
　684
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　329
名付げるべぎ新経済政策にそうよう考え出されたのが「工業70カ条」といわれ
る修正主義的経済綱領である。この「工業70カ条」の内容は公表されていない
・ため詳細は不明であるが・これまでのべてきたこと，すなわち生産カを引きあ
げるためには政治より経済を優先させ，専門的技術考を中心にすることを織り
こんだものである。いくらかの推測をおこなえぱつぎのような点をあげること
ができようoω
　1．党委員会の指導のもとでの工場長責任制をとり，単独責任制をとる。
　2．指揮の統一のため工場長の権限を最高のものにする。
　3．技師長は技術上の最高権限を，会計の責任者は経済上の最高権限を独占
　　すべきである。
　4．職場党細胞の役割を保障と監督だけに限る。
　生産を高めるためにとられた工場長責任制は工場長の権限を最高のものとす
るため労働犬衆は工場長が作った「管理，しめつげ，圧迫，罰則」の工場規則
にしばりあげられ，ただ規員邊に従って仕事をするだけとなってしまった。r心
を労する者人を支配す」の考えにより労働犬衆の頭上に君臨することになっ
た。たとえぱ，蘭州のある工場胸では工場規則にr専門家は号令し，労働者ぱ
手を動かす」と明文化されたところもあったほどであり，専門家の設計が明ら
かに間違っていたとLても労働者は改めることはできない。合理化のための建
議がたとえ正しくても全く受けいれられないのである。
　工場長責任制は労働犬衆の生産に対する積極性と創造性を圧殺し杜会主義
建設に重大な影響をあたえたといわなげれぱなら孜い。
　このようた技衡がすべてに優先するとして，入覚の賢格を技術のすぐれた者
とするように至っては，技術第一主義が「入党世論」，喉順なる道具論」とし
ての悪用されていると言わざるをえない。すなわち，入党するために技術の修
得・練磨に没頭し，いかなる危機に臨んでも国家のこと，党のことは忘れるよ
うにな乱国家・杜会，人民のために役立つよりもまず個人の名誉・利益の追
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求のため自己のためを考えることになるのである。また，「技術がすべてを決
定する」ということをつきつめるとr技術権威」・r学術権威」は労働大衆の意
見をきくという大衆路線を否定するぱかりか，労働大衆を威圧することになり，
犬衆の杜会的立場に童で干渉するような結果をもたらすことになる。すなわち，
党の基礎単位の捲導権はこれらの者に握られてしまうことにな乱
　この考え方の根底には，杜会主義杜会においては生産関係が杜会主義化され
ているためいかなる方法を探用したとしても生産力さえ高めさえするならぱ杜
会主義杜会を強化し，その結果としてより高次の杜会への移行を可能たらしめ
るとの考えが存在しているのである。
　中国においてこのr工業70カ条」が推進されるならぱ・機会があれぱ杜会主
義の道から離れ資本主義の道へ乗りかえることを策Lている老の資本主義復活
の希望が復活のための実際行動へ移行したいとだれが保証しえようか。
　技術に政治を統帥せしめ，技術に党を指導せし串れぱ，党の性格を変更せし
め，党と政治を纂奪することが可能になるのである。
　r工業70カ条」に反対した毛沢東は1960年3月・鞍山鉄鋼コソビナートにお
げる経験を総括して杜会主義工業建設の基本方針を発表した。その内容とする
ところは次のように総括される。
　1．政治による統帥を強化する。
　2．党の指導を強化する。
　3．大衆路線に依拠する。
　4．両参一改三結合一幹部・職員が直接労働に，労働老が直接管理・経営
　　にそれぞれ参加し，企業における人問関係，とくに幹部と大衆との間の改
　　善から企業管理の全面的改善をはかり，かつ生産発展のため党の指導的幹
　　部，尊門技術者，労働者大衆の団結をはかる一を強化す肌
　5．技術革薮をたえずおこなう。
　この方針をうち出し，r政治工作はすべての経済工作の生命線である」との
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方針を再びあきらかにし，労働階級は長期展望をもち，国家を第一にして私心
をなくL革命の徹底性に最もすぐれている労働階級がこの反修正主義との闘争
の第一線に立上がるべきことをあきらかにしている。
　この二つの経済政策は階級闘争とし，二つの路線の闘争として展開されるの
である。
　なお，この技術第一主義，生産第一主義は工業だけでないことはもちろんで
ある。農業においてもr生産がよけれぱ政治もいい」というような誤まったス
ローガソが現われ，そのためプロレタリアの政治を前面にだすことを忘れ，
「農閑期には政治をしっかりつかみ，農繁期には生産にはげむ」というような
誤まった考えをもつ老もあらわれるようになった岬ごの考えが蔓延しそうな
ときに，あやしげなはなLをふりまいて農村青年の生産意欲を喪失させ，生産
の破壌をたくらむ著もあらわれた。このようなときにその偏向を正Lたものば
貧農・下層中農である。
■　物質刺激
　技術第一主義，生産第一主義を経済主義のたての糸とすれぱ，物質刺激はよ
この糸のである。このグループに連らなるものとしては利潤第一主義，工分
（賛金計算の基礎となる点数）第一主義，分配決定論などがある。
　物質刺激は個人的な一時期の利益を追求させ，集団の利益あるいは長期的な
国家の利益を無視させるため経済的買収手段により犬衆の革命的意志を喪失せ
しめるごとを目的としている。その結果，賞品あるいは報僕金を与えなけれぽ
仕事にたいする積極性が高まらず，生産に好ましくない結果をもたらすことに
なる。たとえぼ設傭，工具を大切に扱うのは当然のことであるにも拘らず，大
切に扱ったからといって報償1金，生産にすぐれた成績をあげたといっては報質
金といった具合である。
　労働著にたいする報賞金の種類はさまざまである。ノルマ達成報償金，安全
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報償金，節約報償金，年聞報償金，生産麓争報償金，革新報償金などをあげる
ことができる。ノルマ達成報賞金などあたりまえとこの報賞金を批判し，受取
りを拒否しても，その名前を「綜合報償1金」と改称して支給をつづげ，労働者
にたいL物質刺激を継続したりLた。ω
　物質刺激は遇渡期の「各人は能力に応じて働き，労働に応じてとる」の杜会
主義的原則の実施であると考えられる。しかし，つきつめて考えると「労働に
応じてとる」ことだげが強調されすぎてはいないだろうか。このことは各人が
能力に応じて自分の最大の努力をもって労働に従事L，杜会主義建設のために
自已の最大の力を果すことになるという点を欠如し，ただ「労働に応じてとる」
ことだけを強調する結果にたってしまう。すたわち「勤労老は自分の物質的利
益から自己の労働の成果に関心をもつ」とか「金銭を得られないならぼ積極的
にことにあたれず，生産に力をいれられない」ことになりかねない。個人の収
入のために，個人の生活を改善するために労働にたいして積極性を高めるとい
うことは「報酬のために労働する」というブルジョア的利己主義のかんがえに
陥っていることを示し，杜会主義的労働態度であるとはいえない。さらに，こ
の制度を圃定したたらばr各人は能力に応じて働き，必要に応じてとる」とい
うより高次の段階にまですすむことが可能であろうか。r各人が能力に応じて
働き，労働に応じてとる」というこの原則は「等価交換」の平等の原則を基礎
にしているものであり，相変らずブルジョア杜会の思想を残していると考えな
けれぱたらたい。杜会主義杜会においてはそれにのっとりながら，一方におい
てそれを制隈し，弱めていきr能力に応じて働き，必要に応じてとる」方向に
一歩一歩移行するよう努カする必要があ私
　しかしながらこれまであげた物質刺激政策をとるならぱ「能力に応じて働き，
労働に応じてとる」という杜会主義原則を拡大発展する方向をとらず，かえっ
て縮小あるいは崩壊させる結果に陥ってしまう賜ことになる。
　また，利潤第一主義の立場をみてみよう。たとえぱ企業の収益が上らず，ま
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たは収益の低い場合，言いかえれぱ価値法則に合致しないときにはその企業を
切捨てるべきだとする考えも発生Lた。すなわち「計画は価値法則を基礎にし
てこそ，その計画を現実的計画とすることができるのであり，またその計画の
効率を充分に発揮できるのである」㈹との主張も現れた。いうまでもなく杜会
主義杜会においては，商品生産が存在しており，価値法則はたお一定の作用を
おこなっているので計画にあたってはなおこの価値法則を利用Lて杜会主義建
設に役立てなければならない。だが，「客観的経済法則においては価値法貝吐を
中心とすることは最も重要なことである。……多くのそのほかの法則はこれか
ら派生したものである」また価値法則は「生産の調節者である」や「各部門間
の労働の配分」を調整するとするωならぱ，生産の目的は利潤のためであり，
資本家は利潤のみを追求し利潤率さえ高けれぱどこにでも投資Lても価値法
則が国民経済を調節するとする資本主義杜会と全く同一に考えられないであろ
うか。資本主義杜会においてぼ最大限利潤のために努力を払う，自由競争と生
産の無政府状態においては経済のバラソスは崩壊し，経済危機を常に引きおζ
Lている。このことから考えると，価値法測は生産を促進する作用と生産を破
壌する作用と一体となっている。価値法員匝が生産を引きあげるだげの作用を果
すものとするのは誤まりである。また，杜会主義杜会は計画経済なのであり，
価値法則による調節は必要ではなくなるのである。
　利潤第一主義ぱ以上のような点から否定されるべきであり，これを放置すれ
ぱ計画経済が崩壊し，杜会主義経済は資本主義経済に逆行することになる。
　技術第一主義の場合と同様，この物質刺激も工業部門だげでたく農業部門に
も波及していた。たとえぱ，利潤第一とすれぱ経済作物を盲目的に拡犬するこ
とが好まLいことになってLまい，国家の食糧計画は重大な影響を蒙らざるを
えない。上海市金山県山陽入民公杜前進犬隊では四生産隊が西瓜の識培を多く
要求Lたが，なん回かの大批判会をひらき経済主義的考えを改め，杜会主義的
自覚をたかめ計画されていた西瓜裁培予定地すべてを水稲のために改めた。㈱
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また，利潤第一主義の影響をうげ，1963年にこの山陽人民公杜では一年に二度決
算し，10万元，1966年には生産拡大のために積立てた公共積立金4万元を分配
し集団経済に大きな悪影響をあたえた6この人民公杜では経済主義大批判の結
果1967年には公共積立金は前年比46劣増加し，さらに1968年には前年に比し17
’万元増加した。㈱
　また「工分第一主義」も工業のみでなく，農村においても同様である。河北
省のある人民公杜においては一目の工分の計画を10工分から12工分に引きあげ，
年末には30元を追加支給するなどした。工分第一の物質刺激をおしすす華た。剛
皿　三自一包
　1962年，農村に自留地（自家菜園）をできるだげ多くし，自由市場をできる
だけ多く設け，独立採算制の企業をできるだけ多くつくり，農業生産の任務を
一戸ごとに請負わせる「三自一包」政策がとられた。過渡期には農民の生産に
光いする積極性を引きだすために有効な方法は何でも採用すべきであるという
集団化に反対する考え方が現れはじめた。この「三自一包」政策の具体例をあ
げてみよう。
　上海市松江県城北人民公杜華星生産大隊においてはかつての地主，富農，反
動派，悪質分子や資本主義思想を深く身につげた一部の富裕中農は自由主義，
資本主義復活の世論をまきおこすことに狂弄していた。すなわち，つぎのよう
たデマを流していた。凶
　1．人民公杜は時期尚早であった。集団経営は個人経営ほどよくない。
一2．責任を各戸が議負うことはすぱらLいことであり，みんなは自分の力で
　　生活すれぱ生産への積極性は高まる。、
　3．ほかの地域では土地を分配し各戸が生産に責任を負う制度がおこなわれ
　　ているのに，なぜこの華星生産大隊でば土地を分配しないのか。
　これにより土地配分要求を強く要求し，「土地に生産量を定め，各戸がその
，・690
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責任を負う」方針が強引にすすめられ，のちには「現在どこに搾敢が残ってい
るのか，みんなは労働によって生活している。農家が生産を請負い，責任は個
人にという方法はみんなに積極性を引き出す可能性をあたえるものだ」と強調
するようになってきた。
　その結果，この華星生産大隊では1962年7月からこの「三自一包」政策を経
営管理の改善とLて受けいれた。すなわち「土地の生産量を定め，各戸がその
責任をおう」方針にもとづき農業生産を各戸に請負わせることを実施した。こ
のなかで，「単干風」とよばれる単独経営の経済を復活させようとする方向と
して「責任生産制に関する賞罰」として，超過達成部分の60％を増産報償金と
し，反対に減産のときには減産部分の60％を減産賠僕金とすることを決定した。
　それぞれの農家が生産に責任を負うようになると，すでに公杜に売りわたし
た農具や役畜などの返還要求がおこったり，あるいは単独経営の復活にそなえ
て財産の隠匿などがおこなはれるようになった。たとえぱ，車置場の枠を分解
して隠し，あとで利用しようと考えたり，また，自留地を積極的に拡犬し，投
機的活動をおこないやすくするため，土地の生産量とか労働量の決定に機敏に
立廼る者も現れた。
　このような地主，富農，反動派，悪質分子や資本主義思想を深く身につけた
一都の者以外の貧農・下層中農はこの「三自一包」政策にいかに対処したか。
労働力が少く，資金に欠乏Lているかれらの大部分は困難であれぼあるほど集
団化の遣を歩むことを希望L「三自一包」政策に反対したのである。なぜなら
ぱ，労働力・資金ともに欠乏しているこれら貧農・下層中農はこの政策が自分
たちの実清に合致しないものであると感じとっていれもしこの政策をうけい
れれぱ各自が自分の家計を考えねぱならず，また生産もかんがえなけれぱたら
なくなり，ついには働いても働いてもどうしようもならたくなり，またノル’マ
を完遂できなけれぱ他人を頼童なけれぱならなくなってしまう。貧農・下層中
農にはこの政策はとうてい受げいれられるものでは在く，「三自で包」政策に
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ついての集会をボイコヅトしたりして，これまでどおりの相互助げ合いの集団
農業を堅持しようとした。
　だが，農村におげる実権派は地主，富農，富裕中農の立場から土地配分をお
こない，自留地，自由市場の拡大，請負い制度の施行をおこなっていった。そ
の結果，貧農・下層中農にたいしていかなる影響を与えたかをみてみよう。
　華星生産大隊のうち五つの生産隊の責任田は291畝であった。その配分状況
はつぎのとおりである。
　　　　　　　　　　　　戸数　　人　員　　労働力　割当面積　一人平均
　　　　　　　　　　　　（戸）　　（人）　　（人）　　（畝）　　　（畝）
　　富農・反革命分子　　　　4　　　　19　　　7　　62（21．3％）　3．26
　　富裕中農　　6　32　13139（48％）4．34
　　貧農・下層中農　　　12　　必　　　9　90（30．9％）　2．05
　この調査によると，土地についてみると貧農・下層中農の一人平均は富農・
反革命分子に比較Lて三分の一も少く，富裕中農に比して半分以下であること
がわかる。また，富農・富裕中農の占める土地は70劣に近い。かれらは資金，
労働力とも貧農・下層中農より潤沢であり，両老の慶劣ははっきりLていると
いえる。すなわち，富農・反革命分子の場合は36畝の責任田を他人に耕作させ，
収奪をおこたい，そのうえ報賞金を40円余を獲得している。自分自身は労働に
参ヵ口せず，投機活動を手広くおこなっていた。この富農の所属する大隊には富
農は二軒，富裕中農は六軒あり・この両者で300元余の報償金をえてい孔あ
る富裕中農は貧農の自留地を借り，一年に麦10k9と米2・5kgを与えただけと
いう報告もある。またある富裕中農は農耕をせず，もっぱら投機をおこたい窒
取引をLていた。杭州に行き化学肥料を販売し数千元の暴利をえた者もいた。
　これとは反対に貧農の場合をみてみよう。ある貧農は夫婦で25畝の責任田を
もった。だが，夫は手に瘍を患い，妻は娃娠，このため耕作が思うにまかせた
かったため，人手を頼まなけれぱならなかった。そのために100人分の手問賛
と50kgの食糧の債務を負ったるこの負債返済には1965年まで要したほどであ
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る。また，ある貧農は一家4人。責任田は20敵。妻は病気，子供はまだ幼く，
労働力は1人だけであったため，20畝のうち8畝は荒れはてたままにたってし
まい，減産罰則規定により94元の賠償金を支払わなけれぱならなくなった。こ
の貧農の所属する6軒の貧農家庭の賠償金の合計は400元にも達してしまった。
このような状況に貧農・下層中農は「各戸に責任を負わせる方法は人を殺すの
に血を出さない軟かい刀である。喜んでいるのは地主や富農であって，困るの
はわれわれ貧農・下層申農である」と述懐し，個人経営より集団経営のすばら
しさを強調している。
　このことから「世のなかには，けっていわれのない愛もなければ，いわれの
ない憎しみもない」幽とのべた毛沢東の指摘がここでより一層あきらかにな
る。またうえにあげた例は「たがいにいたわりあい，たがいに愛護しあい，た
がいにわけあう」ということがいかに大切であるかを示すものである。
む　　す　　び
　以上，経済主義についていくつかの点からみたわげだが，これらの経済主義
的いきかたにたいし，毛沢東は1962年8月の第10回中央委員会において「階級
および階級闘争を絶対に忘れてはならない」とし，階級闘争消減論をあらため
て否定し，これらの問題に対しては階級的観点からとりあげることを主張した。
1963年には杜会主義教育運動へ発展し，杜会主義経済建設の基礎をより一層強
化し，確実なものにするための努力が展開された。これらが次第に1966年のプ
ロレタリア文化大革命につづくわげである。
　このプロレタリア文化大革命は以上のべたようなその背景をもつため，単な
る権力闘争と考えることはできたい。もし権力闘争とみるならば，われわれの
考え，あるいは感じでは必ずたにか物質的なにおいというか，利権というもの
を想いださずにはすまない。それが資本主義杜会に生活するわれわれの「常
識」でもあろうか。ところが現在の中国はそのようたものは存在しうる理由が
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ないといえる。なぜならば，中副こおいては遇去にはこのr常識」が異状なほ
どはげしいものであったがため，それを否定するために低抗，すなわち闘争が
おこり，長期にわたる闘争のすえ現在の中牽人民共和国が存在しているのであ
る。そのため，「常識」的なものの付着している権力を争っているとみるば全
く無意味であろ㌔人間的にみるならぱきわめて清潔であるということができ
るのである。
　それならぱこのようにはげしい階級闘争をおこなっているプロレタリア文化
革命の真の目的な何であろうか。表面的にみるならば，国内，国外二つの原因
が存在しており，またそれが相互に影響しあっていると考えられる。すなわち
国内的には生産関係の改善により，これまでネツクになっていたものをとり除
くことにより生産力を引きあげることを目標としたものであり，国外的には帝
国主義，現代修正主義，反動派一体となっての反中国運勤こ対抗し，杜会主義
建設をだんことしてやり抜こうとする決意のあらわれである。
　これを一歩すすめて考えるならぱ，それらの現実問題を一歩一歩解決しなが
ら，知識人が労働に参加し，また勤労人民が知識を身につける方向を指向し，
ついには知識人と労働老との区別をなくし，労働者と農民との区別をなくし，
都市と農村との区別をなくすことを目標とし，これを貫いていく過程を経て杜
会主義をより一層強化していくことを目ざしているのである。この観点からみ
るならぱ，プロレタリア文化大革命は杜会主義建設を継続していくために欠く
ことのできない運動であり，また杜会主義各国，さらには人類全体に大きな示
竣を与えているものといわざるをえない。
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